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＊ライム王子の部屋 

 

「それじゃあ、君はもう帰って良い。ああ、君のお

兄さんのお弁当は、僕の使いの者に預けておく。必

ず彼に届けさせておくから、安心するといい」 

「えっ……えっと…？」 

 

 ドロドロに精液で汚れた体を綺麗にタオルで拭い

取られた後、ライム王子はそう言って俺を解放し

た。 

 

「ライム、このまま彼を帰すのも悪いだろう？彼に

シャワーくらい使わせてやったらどうだ？」 

「ああ、そうだな。後はお前に任せる、クロード。

僕は疲れたから少し寝る」 

「……分かった。ライム、午後の授業には出席しろ

よ」 
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 ライム王子はもう俺に興味がないのか、ただ眠い

だけなのか、既にこちらに背を向けている。 

 

（え、俺たちがヤッた後のベッドで寝るの？まあ、

広いベッドだから、汚れている箇所を避けて寝れる

とは思うけど……） 

 

「ほら、唯くん。君はこっちに来てくれ」 

「あ、はい……」 

 

 従者のクロードに連れられて、彼の部屋を後にす

る。俺は廊下に出てから「はぁ」とため息を吐い

た。 

 

「君、これから時間はあるか？」 

「えっ、はい。ええっと、なんですか？」 


